

























































































































































西湖志 元禄12年 (1699) 1部






























































































































































































園 名 堤の名前（現在） 成立年代（推定） 作庭者或は関連人物
小石川後楽園 西湖堤 1661-1669 朱舜水
楽寿園 西湖の堤 1678-1686 大久保忠朝
縮景園 跨虹橋 1783-1790 七郎右衛門
























































































































































































































































































2004 r岩波日本庭園辞典J岩波書店 p. 138 
2）林屋辰三郎




1982『解説 山水並に野形図 ・作庭記J加島書店 p. 71 










1997『漢籍輸入の文化史 聖徳太子から吉宗へJ研文出版 p.53 
9）野洪・進士五十八
1999「日本における中国杭州西湖の風景イメ ージの定着化についての考察」『ランドスケープ研




2005「初期小石川後楽園における眺望行為に関する研究」『ランドスケープ研究.l(68) 5. pp. 373-
376 
12）朱舜水










1669「遊後楽園賦井序」『朱舜水集巻十二』(1981)中華書局 p. 429 
於是暫休百伯之堂、容輿蘇公之岐
15）近藤瓶城校















「和州大守久世君倫間亭十景」 鷲峯先生林学士詩集 東京市史稿 遊園篇第一 (1929）東京市
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2002『繍湘八景一詩歌と絵画に見る日本化の様相J臨川書店 p. 9 
22）僧周光
延宝九年 0681）永代烏九景 ：武江錦城羽田漁村 三島閑月 徳房連山海上遠帆華表白鶴
間嶺夏雪 築波整峯 霊岩晩鐘
東京市史稿 遊園篇第一 (1929）東京市役所 p. 540 
23）谷蓬山
元禄2年 0689）大栄山永代密寺記 東京市史稿遊園篇第一 （1929）東京市役所 p.561 
24）林鷲峯








26）鈴木裳三 ・朝命治彦 『江戸名所凶会』上巻 角川書店 1975年 p. 206 
27）林鷲峯












1977-1978『塩尻』日本随筆大成第三期13 吉川弘文館 p. 88 
30）佐藤中陵
1976『中陵漫録J日本随筆大成第三期3 吉川弘文館 p. 131 
西湖の里程
明の僧心越云く、日本のー里は本国の十里なりと云。しかれば、西湖遊覧志に、西湖の周続三十
里とあれば、即三里廻りの湖水たる事をしるべし。 其深さ三尺に過ずと云。 即志日。 宋！~.~寧元祐
問。 大早水澗。 民遠汲。 斜水直七八銭。至以器缶貯水。 相倒如酒穫。 此説を見れは、更に水のi~Iす
事あり。日本の湖水は、上古よりi固す事なし。其浅き事またしるべし。
31）金文京
1994「西湖と不忍池」『俳譜と漢文学J和漢比較文学叢書第十16巻 和漢比較文学学会編
＊討議要旨
鈴木淳氏は倫間亭十景について、「士峯積雪」 は富士山、 「武野草花jは武蔵野の草花というように、
大きな枠組みを西湖十景に借りているが、個々の事例は日本のものなのではないか、と尋ね、発表者
は、確かに大きなイメージは一致するが、細かい点についてはさらなる詩句の検討が必要であると思
う、と回答した。
相田満氏は堤と橋がどの例でも登場するが、それについてはどう考えているか、と質問し、発表者
は、橋は庭をつくる上で表現しやすい部分のため多用されたのだろう、と答えた。
ロパート ・キャンベル氏は近世の文芸思潮の変遷の中で、鷲峰や鳳岡の次の世代になり、 古文辞派
が台頭してくると西湖のイメージは、あまり使われなくなるということが起るのではないか。また、
後期になるとそれが解消され、大名庭園に限定されず、都市の風景の中に見立てとして使われるよう
になるのではないか。今回は大名庭園についての発表で、あったが、そうした方向に広げて考えていっ
てほしい、と述べた。
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